
 
おむすび売り場コーナーに 
「ベルマーク回収BOX」を刷新して設置 
お客さまと連携したこども支援の取り組み 
 

2014年4月28日 

取り組みの目的 

ファミリーマートの店舗は、それぞれの地域社会においてお客さま一
人ひとりに支えられています。今ではファミリーマートの存在は商品、
サービスの提供にとどまらず、何かあった時に地域社会を支える社会
的なインフラとして認知されています。 
 
2008年度から開始した「おむすびにベルマーク」は、コンビニエン
スストアとしては初めての取り組みであり、あらゆる人たちにとって
家族の代替機能を果たすファミリーマートが地域社会の一員としてこ
ども支援に取り組む活動です。 
 
ベルマーク運動は、マークを集める「家庭」、マークを仕分ける
「PTA」、「学校」など地域社会に支えられた活動です。ファミリー
マート店舗も、地域社会でベルマークが「付いている」「回収でき
る」拠点としてこのたび回収ＢＯＸを刷新して設置し、地域社会と協
働したベルマークの回収に取り組んでいきます。 

新ベルマーク回収BOX。おむすび売り場
に設置し、「おむすびにベルマークが付
いている」ことを知っていただき回収に
つなげます。 

ファミリーマートは「すべてのこどもに等しく、 
豊かな環境のなかで教育を受けさせたい。」という 
ベルマーク活動の願いに賛同し、2008年4月1日より 
全国で発売しているおむすび全品にベルマークを 
付けて販売しています。 
 
従来、カウンター上に設置していた『ベルマーク回収ＢＯＸ』を刷新、おむすび全品についているベ
ルマークの回収促進とベルマーク活動の認知拡大のために、ファミリーマートのおむすび売り場に
ショーカード型の新たなベルマーク回収ＢＯＸを設置します。 

設置開始時期：2014年4月29日より 
       順次各店舗のおむすび売り場に設置 

        
 
       ベルマーク運動は1960年（昭和35年）に始まった国内外の学校教育向上を支援する運動です。 
       運動はPTAと企業、そしてベルマーク財団がスクラムを組んで進めています。 
       協賛会社が商品に付けているマークを、運動に参加しているPTAが集め、仕分けをして財団に送り 
       ます。集めた点数は1点が1円に換算され、学校のベルマーク預金になります。 
       その預金で自分たちの学校に必要な教材備品を協力会社から購入することができ、購入金額の 
       10％がベルマーク財団に寄付される仕組みです。 

■ベルマークとは？ 



ファミリーマートでは、参加店舗で回収しているベルマークを
東日本大震災により甚大な被害を受けた被災地の学校へ寄贈す
ることによって、被災地のこどもたちの支援につなげます。 
 
みなさまのベルマークをおむすび売り場にある回収BOXにお入
れください。 
ファミリーマートが責任を持ってお届けします。 

ファミリーマートのおむすび全品に 
ベルマークが付いています。 
※おむすびに付いているベルマークの 
点数は価格によって異なります。 

2008年度からこれまで、ファミリーマート池袋本
社および食品製造委託工場から集められたベル
マークは538,723.2点にのぼります。 
今後もベルマーク運動を通じて、こどもを支援す
る「ファミリーマートらしい」取り組みを継続し
て実施していきます。 
 
みなさまのあたたかいご支援をよろしくお願い申
し上げます。 
 

＜関連ページ＞ 
ベルマーク教育助成財団HP：http://www.bellmark.or.jp/ 
ファミリーマート社会貢献活動：http://www.family.co.jp/company/eco/action/bellmark.html 

ファミリーマート「池袋本社内ベルマーク運動」回収実績（2008年度～2013年度） 

ベルマークの点数と付いている場所 

税抜価格（円） 点数 

～144円 1 

145～199円 1.5 

200～299円 2 

300～399円 3 

400円～ 4 

おむすびの包装に付いているベルマー
クを切りとって回収BOXに入れてくだ
さいね。（商品の画像は2014年4月現
在販売されているものです） 

年度 点数（点） 

2008 14,260.3 

2009 104,484.7 

2010 54,813.0 

2011 93,221.7 

2012 145,433.6 

2013 126,509.9 

合計 538,723.2 

ベルマークを東北地方の小学校に送りませんか？ 

見本 

ファミリーマートは、事業活動を通じて常に 
お客さま、地域社会、そして地球を幸せにする
存在となることを目指します。 

東北被災地の小学校にベルマークを 
お送りいたしました。（2011年） 


